
- 1 -

公益社団法人日本都市計画学会・中国四国支部 

ニュースレター 

第３７号（Ｈ２５－３／２０１４年１月２８日）

 発 行 ：(社)日本都市計画学会中国四国支部 

 事務局 ：(株)地域計画工房内 

 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ ：http://www.crrc.or.jp/c-plan/
 電 話 ：082-293-1460

■ 目 次   ページ 

平成25 年度 学術講演会 

第３回都市計画研究会 

支部地域活動助成事業報告 

特別企画 

まちトーク2013in広島 

ホットコーナー 

会員紹介 

今後の活動予定 

編集後記 

スポーツを活用した街づくり（永田靖 氏） · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  1 
歴史的町並み・建築とまちづくり（シリーズ第４回） · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  3 
四国のまちづくりに関する情報交換会＆見学会 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  4 
広島アンデルセン旧館から学び・語り合う会 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  6 
みんなでつくろう「やさしいまち」 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  9 
ミャンマー体験（復建調査設計（株）佐伯達郎） · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  10 
宮崎耕輔氏、古川のり子 氏 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  14 
 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  15 
 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  15 

 

■ 平成25 年度 学術講演会 ■■■■■■■ 

日 時：平成25年12 月8 日(日) 14:00～16:30 

場 所：広島工業大学 広島校舎201室 

テーマ：スポーツを活用した街づくり 

プログラム： 

1.開会挨拶  学術委員会委員長 三浦 浩之 

（広島修道大学人間環境学部長） 

2.講 演   広島経済大学経済学部 

スポーツ経営学科教授 永田 靖 

3.ディスカッション 

4.閉会挨拶  学術委員会副委員長 篠部 裕 

（呉工業高等専門学校 教授） 

主  催：公益社団法人日本都市計画学会中国四国支部 

後  援：広島市，公益社団法人土木学会中国支部， 

一般社団法人日本建築学会中国支部 

参加者：18 名 

はじめに 

2020年東京五輪開催決定 

広島の現状 

スポーツの定義づけ 

スポーツビジネスとは 
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スポーツ組織の財務基盤 

広島のこれから 

スタジアム建設の事例 

おわりに 
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■第３回都市計画研究会■■■■■■■■■■■ 

歴史的町並み・建築とまちづくり（シリーズ第４回） 

1．はじめに

２．港町・鞆のいま、そしてこれから～町並みと暮らしの

魅力・課題・可能性～ 

３．町家・町並み再生の現場の力～倉敷を中心とした取組

みを通じて～ 

４．鼎談 歴史的町並み・建築とまちづくりの課題と可能

性 

写真1：鼎談の様子        写真2：会場の様子 
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■ H25 年度 支部地域活動助成事業報告■■■■

■四国のまちづくりに関する情報交換会＆見学会 

日時：平成25年10月31日(木) 13：30～17：15 
場所：坂出市民ふれあい会館 ２階  多目的ホール 
プログラム： 
 第1部：情報交換会（13：30～15：15）      
 第２部：まちづくり説明会・見学会（15：30～17：15） 
参加者：30名 

 13 30 15 15
1

2
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■広島アンデルセン旧館から学び・語り合う会                   

～見学会＋ディスカッション（ワークショップ）～■■■ 

日時 2013年12月14日（土） 

★見学会 広島アンデルセン旧館  

15:00～15:45 参加者：21人 

★ディスカッション（ワークショップ）  

16:15～18:40 参加者：20人 

会場：広島市まちづくり市民交流プラザ 研修室Ａ 

 【プログラム】 

○情報提供：広島アンデルセン旧館の８８年、見学会の

振り返り（スライド） 

○広島アンデルセン旧館の価値・魅力を再認識し、語り

合おう（見学会の感想、アイデアなど） 

はじめに 

１ 見学会 

２ ディスカッション（ワークショップ）  

① 見学会の感想など 

■Ａ班 

■Ｂ班 

建築時の建物（三井銀行広島支店） 
出典：「建築世界」（1925年７月） 

松波前支部長（全体マスター） 

現在の広島アンデルセン 
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壁を残していることの大切さ」などが出されました。 

一方、「狭さ」、「動線の難しさ」、「明るすぎる（陰影の工

夫があれば、もっと魅力的）」なども指摘されました。 

 価値としては、「被爆建物をよくここまで利用」、「人生の

ような建物」、「広島情報の発信源」、「青山ではなく広島が

本店」など。 

■Ｃ班 

 大きくは、食文化の発信、

にぎわい、建物の現状、市

民の意識、被爆建物、国際

交流（デンマーク）に関す

る意見が出されました。 

 食文化の発信に関しては

「豊かな食文化の提供」、

「文化的で楽しい場所」、「食文化の情報発信」などの意見

が出されています。 

 被爆建物や建物の現状に関しては、「よくここまで使い切

っている」、「活きている被爆建物」、「吹き抜けは豊かな空

間」などの一方で、「コンクリートの老朽状態が気になる」

といった意見も出されています。 

 また、「被爆建物の説明板（広島市設置）が少し分かりに

くい」、「多くの市民は被爆建物としての意識が薄い」と言

った指摘もありました。 

② アイデアなど 
■Ａ班 

 意見は、課題に基づき、ソフト・イメージ、プロセス・

継承、保存のハード、留意点という形でフロー形式に整理

されています。以下、意見の一部を紹介します。 

○これまでのプロセスを伝える 

○アンデルセンの真正性は何かを考える 

○市民などにアンデルセンのことを情報発信する 

○北欧文化の展示館としても利用 

○残すのではなく継承：古

典様式・コリント式列柱、

アールデコ、吹き抜け 

○一部保存（切り取り）は

忘れられる（例：旧山口

銀行） 

○新館を建て替えて構造的

な負担も担う 

○建築界をあげて免震、工法の画期的提案を 

○金沢の「しいのき迎賓館」は参考になるのでは 

○民間・市民の推進体制をつくる など 

■Ｂ班 

 未来への思いとアイデア

の観点から意見を出し合い、

アイデアについては、大き

くは工法と制度に分けるこ

とができました。以下、意

見の一部を紹介します。 

○アンデルセン・ミュージアム：建物や経営などの歴史、

部屋を確保するのではなく、動線・通路沿いなどを利用

し、史料の展示、説明パネルや写真の設置などを行う 

○入れ子保存（覆い屋） 

○新しい建物の中に２階の壁（往時の部分）を組み込む 

○改修でなくても、建て替えてファサードの保存（再現） 

○４本の円柱の復元（改築、建て替えを問わず） 

○日本一のパン文化の発信地にする 

○広島の遺伝子として残したい 

○市民の寄付、市の協力・助成制度の拡充 など 

■Ｃ班 

 大きくは、建物の保存、アンデルセン物語、アンデルセ

ン広場、具体的な働きかけに関する意見が出されました。

以下、意見の一部を紹介します。 

○アンデルセン物語：建物の変遷を写真・映像・スライド

で紹介、被爆建物を伝えるコーナー、これまでの保存・

活用の経緯の紹介・アピール、創業者と経営の紹介 

○被爆建物を使ってきた流

れを活かしたデザイン

（建て替えの場合も） 

○既存建物（被爆建物）の

保存 

○コンクリートの躯体の長

寿命化の可能性の検討 

○建て替えの場合は公開空

地、アンデルセン広場の

確保 

○袋町小学校平和資料館と

の連携 

○デンマークとの交流のＰ

Ｒ など 

 

おわりに 

 学会員以外の市民の方の参加もあり、様々 な観点から意

見が出されました。 

建物の今後に関しては、既存建物の保存から建て替えま

で、多様な意見が出されましたが、共通するのは、使って

きた建物の記憶、吹き抜けなどの空間の豊かさ・特色の継

承ではないでしょうか。 

 また、アンデルセングループをはじめ、これまでの建物

の継承・活用に感謝すると同時に、広島の誇りといった意

識を感じることができました。こうしたことがベースとな

って、「アンデルセン・ミュージアム」や「アンデルセン物

語」の提案につながっているのではないでしょうか。 

 最後になりましたが、この事業の企画段階において、ア

ンデルセングループに見学会のご相談と協力依頼を行いま

したところ、快諾していただき、貴重な体験をすることが

できました。改めて、この紙面を通じて感謝いたします。 
（文責：山下 和也） 

 

Ａ班：アイデアシート 

Ｃ班：アイデアシート 

発表の風景 

Ｂ班：アイデアシート 
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「広島アンデルセン旧館から学び・語り合う会」

の感想にかえて 

（１）どのような保存か 

（２）街づくりへの組み込み 
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■■■みんなでつくろう「やさしいまち」■■■ 

まちトーク2013in広島 

日時：平成25年11月23日(土) 13：30～16：00 
会場：広島市まちづくり市民交流プラザ 
主催：(一社)建設コンサルタンツ協会中国支部 
参加者：46名 

■第1部 パネリストによる取組紹介 

□ショッピングモールシスターズ（SmS） リーダー 植村紗衣氏  

□NPO法人セトラひろしま 理事長 若狭利康氏 

□まちづくり市民グループ可部カラスの会 事務局長 寺本克彦氏  

□NPO法人ひろしまジン大学 学長 平尾順平氏 

□広島工業大学工学部 教授 福田由美子氏 

■第 部 パネルディスカッション
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■■■ ホットコーナー：ミャンマー体験■■■■ 

■業務の背景 

 

■対象地域の概要 

■業務を通じて感じたミャンマー

エーヤワディ管区の行政界（出典：ヤンゴン大学）

サイクロン「ナルギス」の軌跡   HPより 

サイクロンナルギスにより壊滅したビレッジ （
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□データがない、あっても怪しい・・・ 

実際に作業をしてみると、驚きの連続であった。まず、

データがない。事前に脆弱性評価の項目を決め、必要なデ

ータ等をリスアップしていたが、現地で大幅に実施方針を

変更した。というより、実施方針の再構築に2ヶ月のうち

の多くを費やせざるを得なかった。ミャンマーは、1983年

に人口センサスが実施されて以降、正式な統計調査が行わ

れておらず、それ以降のデータはすべて推計値である。し

かも全国及びリージョンレベルは国が推計し、リージョン

内のタウンシップは各タウンシップが推計しているそうで、

推計方法がまちまちである。ちなみに、今回対象としたエ

ーヤワディ地域の人口は、国の統計年鑑（STATISTICAL 

YEARBOOK2011）では約800万人、各タウンシップのデータ

（出典：(MIMU)-Myanmar Information Management Unit）

の合計では約630 万と、170 万人の相違（決して誤差の範

囲ではない）があった。 

タウンシップレベルの人口動向を見ると、2008年5月に

14万人が死亡したことに伴い人口が大きく減少し、その後

復活したタウンシップや、復活できないままのタウンシッ

プがあるなど、非常に興味深いものがあったが、すべて信

憑性がないということで、没にした。 

下のグラフは、没にした人口動向のデータである。30万

人程度の都市で、1年間に10万人以上の人口が変動してい

る都市がある。この背景を分析しようと、災害履歴や就業

構造などの観点から仮説を立て悪戦苦闘していたが、メン

バーとの協議やMIMUへのヒアリング等から、とても採用で

きないと判断せざるを得なかった。 
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次のグラフは国が公表しているリージョン別の人口動向

を示したものである。どのリージョンもほぼ一定の割合で

人口が増加している。これも疑わしい。よく見ると、エー

ヤワディ地域（上から2番目の折れ線）だけ、2007年から

2008年にかけてわずかに人口が減少（5,000人減少）して

いる。これは、サイクロン「ナルギス」の影響を反映して

いるものと想定されるが、14人死亡との整合性など、細か

い部分は疑わしいと言わざるを得ない。 
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□GISデータは徐々に充実しつつある 

下の図は、エーヤワディ地域の土地利用現況図である。 

(MIMU)-Myanmar Information Management Unit の HP

で公表しているが、GIS データの版権は外国の組織が持っ

ているとのことで、下図はヤンゴン大学が所有しているデ

ータを活用し加工したものである。凡例は、農地、落葉樹

林、常緑樹林、マングローブ、川、低木地、市街地となっ

ており、日本の土地利用現況図の凡例とはだいぶ異なって

いる。なお、当該地域はデルタ状の地形で、総じて平坦で

ある。小規模な河川は、降雨の影響で頻繁にその形状を変

えると聞いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

没にした人口動向のグラフ（タウンシップレベル） 

出典：(MIMU)-Myanmar Information Management Unit

リージョンレベルの人口動向 

出典：STATISTICAL YEARBOOK2011 

エーヤワディ地域の土地利用現況図（出典：ヤンゴン大学）

単位：1,000人
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□サイクロンシェルター（避難所）の建設 

JICAの支援で作られた学校兼サイクロンシェルター

 

 

 

 

 

 

■ミャンマーでの体験・・・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通学時の様子学校（シェルター）の内部
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□ミャンマーの中心都市ヤンゴン □新首都ネピドー

□エーヤワディ地域(ラブタタウンシップ)

 

■終わりに
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■ 会員紹介  ■■■■■■■■■■■■■■■ 

宮崎耕輔（みやざき こうすけ）

香川高等専門学校 建設環境工学科 准教授

博士（工学），技術士（建設部門）

■略歴

1971年生／広島県尾道市出身／1996

年3月金沢大学大学院工学研究科修士

課程修了／1996年4月～2004年6月株

式会社福山コンサルタント／2004年7月

～2005年3月株式会社計画情報研究 

所／2005年4月～2008年3月金沢大学大学院自然科学研究科

博士後期課程／2007年10月高松工業高等専門学校／2009年

10月高度化再編により現在に至る．  

■はじまり（きっかけは大学 4年時の研究室配属）

 私は現在，地域公共交通計画に関わる取組みをしています．

このような取組みをするきっかけになったのは，大学4年生の

研究室配属だと思っています．私は髙山純一先生の研究室

に配属になりました．当時，バス交通に関係する研究テーマ

が掲げられており，興味がないわけではないという理由からこ

のテーマを選びました．髙山先生が，学位論文でとりまとめて

おられたリンクフローデータからODを推計しようとする手法を

用いて，バス停間 OD を予測するシステムを構築しようという

研究でした．大学院修士課程ではバス路線網再編について，

組合せ最適化問題を解く手法を用いて構築するシステムの開

発に取組みました．当時は，まったく現場のことがわからずに，

取り組んでいたと思います． 

 その後，就職してお世話になった福山コンサルタントでは，

公共交通に関わる業務，特に，鉄道整備計画に関わる業務を

担当させていただきました．  

■高松高専に着任して

 2007 年に高松高専に着任してからは，公共交通を取り巻く

環境が大きく変わり，私の学位論文で取り扱った「公共交通が

不便な地域におけるモビリティの確保」についてのニーズを

持つような地域が多く，現場に関わる足がかりにさせていただ

きました．今では，いろいろとお声かけをいただき，私自身も

数多くの勉強をさせてもらっています． 

■これから

 私の研究仲間が「“バス”は会議室を走っていない．現場を
走っているんだ！」とよく言っております．私もこれをモットー

にさせていただき，現場に行くように心がけています．そして，

最近わかってきたことは，地域公共交通は，行政，交通事業

者，地域住民などの主体がそれぞれの役割を適切に担いな

がら，取組むことが重要であるということです．まちづくりにつ

いても同じようなことがいえると思います． 

 最後になりましたが，地域を取り巻く事情は厳しさを増してい

ますが，前向きに取り組むことによって，なにか新しいアイデ

ィアが生まれるのではないかと思います．難しい問題は多々

ありますが，現場を大切にしながら，いろいろと前向きに取り

組んでいきたいと思っております．

 

■ 会員紹介  ■■■■■■■■■■■■■■■ 

古川のり子（ふるかわ のりこ）

株式会社バイタルリード 総合計画部

■略歴

■自己紹介

■今後の抱負
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■ 今今後の活動予定  ■■■■■■■■■■■■ 

◆2014年度（第12回）通常総会・支部研究発表会 

 

 

国道183号 道後山付近の雪景色 

 

 

■ 編集後記 ■■■■■■■■■■■■■■■■ 

編集委員：


